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中標津町自衛隊協力会

印 刷 所
中標津町  雨宮印刷㈱

　

第
３
０
２
基
地
通
信
中
隊
別
海
派
遣
隊（
隊
長
：

杉
本
２
尉
）
は
２
月
２８
日
㈫
か
ら
３
月
２
日
㈭
に

か
け
て
、
別
海
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
令
和
４
年
度

第
３
次
群
訓
練
及
び
第
２
次
大
隊
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
訓
練
は
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基

礎
動
作
に
つ
い
て
練
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

基
地
野
外
交
叉
訓
練
に
よ
り
基
地
部
隊
と
野
外
部

隊
の
相
互
理
解
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
訓
練
が
不
測
事
態
を
想
定
し
た
も
の

で
、
１
名
に
よ
る
直
通
回
線
構
成
や
、
監
視
カ
メ

ラ
取
り
付
け
、
Ｉ
Ｐ
電
話
回
線
延
長
、
予
備
の
電

話
交
換
機
設
置
、
空
か
ら
の
攻
撃
等
を
意
識
し
た

行
動
な
ど
様
々
な
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

別
海
駐
屯
地
は
普
段
、
交
換
機
を
使
用
し
て
電

話
を
取
り
次
い
で
い
る
た
め
、
そ
の
交
換
機
が
壊

れ
た
際
の
予
備
の
交
換
機
（
Ｇ
Ｅ
Ｅ
︱
３
０
０
）

を
開
設
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、
設
置
に
関

す
る
問
題
点
が
洗
い
出
さ
れ
、
不
測
事
態
へ
の
備

え
は
よ
り
万
全
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２７
普
通
科
連
隊
第
３
普
通
科
中
隊

（
中
隊
長
：
家
久
３
佐
）
は
、
１
月
１９

日
㈭
か
ら
１
月
３０
日
㈪
ま
で
の
間
、
山

梨
県
の
北
富
士
演
習
場
に
お
い
て
行
わ

れ
た
Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練
を
第
２７
普
通
科
連
隊

の
各
中
隊
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
富
士
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
）
訓
練
と
は
、
全
国
の
普
通
科
部

隊
が
実
践
的
訓
練
を
行
い
、
部
隊
訓
練

評
価
隊
に
評
価

さ
れ
、
今
後
の

訓
練
へ
活
か
す

た
め
の
知
識
や

教
訓
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し

実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

第
３
普
通
科

中
隊
は
１
月
１９

日
㈭
に
別
海
駐

屯
地
を
出
発
、

２１
日
㈯
ま
で
の

３
日
間
を
か
け
て
北
富
士
演
習
場
に
移

動
し
、
２５
日
㈬
か
ら
２６
日
㈭
の
１
夜
２

日
、
部
隊
訓
練
評
価
隊
の
対
抗
部
隊
と

対
抗
方
式
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２７
日
㈮
に
研
究
会
を
実

施
し
て
、
３０
日
㈪
に
別
海
駐
屯
地
に
帰

隊
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
に
よ
り
、
第
３
普
通
科

中
隊
は
増
強
普
通
科
中
隊
に
お
け
る
警

戒
部
隊
の
駆
逐
か
ら
陣
地
攻
撃
ま
で
の

一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
訓
練
し
、
練
度

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
５
偵
察
隊
（
隊
長
：
七
理
２
佐
）

は
、
１
月
１５
日
㈰
か
ら
２２
日
㈰
ま
で
の

間
、
別
海
駐
屯
地
及
び
東
千
歳
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
４
年
度
旅
団
指
揮
所
訓

練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

指
揮
所
訓
練
統
裁
支
援
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
を
活
用
し
て
部
隊
等
を
操

作
し
シ
ス
テ
ム
上
の
み
で
対
抗
部
隊
と

対
抗
方
式

に
よ
る
訓

練
を
行
う

も
の
で
、

第
５
偵
察

隊
は
シ
ス

テ
ム
に
入

力
を
行
う

「
ゲ
ー
マ
」

は
東
千
歳

駐
屯
地
で
の
活
動
、
そ
の
ゲ
ー
マ
を
指

揮
・
統
制
す
る
た
め
の
「
指
揮
所
」
は

別
海
駐
屯
地
か
ら
の
活
動
と
２
つ
の
組

に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
５
偵
察
隊
は
、
機
動
旅
団
化
改
編

を
見
据
え
た
第
６
即
応
機
動
連
隊
及
び

第
５
情
報
隊
の
戦
闘
力
発
揮
要
領
の
検

証
に
寄
与
す
る
た
め
に
参
加
し
、
じ
後

の
資
と
な
る
訓
練
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
当
訓
練
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

別
海
駐
屯
地
業
務
隊（
隊
長
：

森
本
２
佐
）
は
、
５
月
１０
日
㈬

か
ら
１１
日
㈭
ま
で
の
間
、
別
海

駐
屯
地
に
お
い
て
駐
屯
地
環
境

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
は
毎
年
、
矢
臼
別

演
習
場
春
季
定
期
整
備
と
並
行

し
て
、
駐
屯
地
の
美
化
及
び
生

活
環
境
の
維
持
・
向
上
を
図
る

目
的
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１０
日
㈬
に
側
溝
の
整
備
、
各

部
隊
の
花
壇
を
撤
去
す
る
に
あ

た
っ
て
の
花
壇
の
木
枠
の
除
去

を
、
１１
日
㈭
に
花
壇
の
整
備
及

び
花
植
え
を
行
い
、
駐
屯
地
を

良
好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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Ｆ
Ｔ
Ｃ

第３
普通科
中隊

春
季
駐
屯
地

環
境
整
備

　

第
５
偵
察
隊
（
隊
長
：

七
理
２
佐
）
は
５
月
９
日

㈫
か
ら
１
８
日
㈭
ま
で
の

間
、
矢
臼
別
演
習
場
に
て

行
わ
れ
た
令
和
５
年
度
矢

臼
別
演
習
場
春
季
定
期
整

備
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

砂
防
ダ
ム
で
あ
る
白
鳥

ダ
ム
を
含
む
１１
か
所
の
ダ

ム
の
堆
積
物
の
除
去
や
草

刈
り
、
一
部
道
路
や
た
め

枡
の
整
備
、
し
ょ
う
舎
地

区
の
水
路
確
保
の
た
め
の

泥
上
げ
や
、
爆
破
訓
練
場

の
維
持
管
理
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

第
２７
普
通
科
連
隊
第
３

普
通
科
中
隊
（
隊
長
：
家

久
３
佐
）
は
５
月
９
日
㈫

か
ら
１８
日
㈭
ま
で
の
間
、

然
別
演
習
場
に
て
行
わ
れ

た
令
和
５
年
度
然
別
演
習

場
春
季
定
期
整
備
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

第
２７
普
通
科
連
隊
整

備
隊
長
で
あ
る
柳
田
２
佐

は
要
望
事
項
と
し
て
、『
演

習
場
整
備
を「
作
戦
」と

捉
え
、整
備
任
務
を
完
遂

せ
よ
。』『
安
全
確
実
に
整

備
任
務
を
遂
行
せ
よ
。』の

２
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

３
中
隊
に
つ
い
て
は
弾

着
地
の
不
発
弾
捜
索
・
草

刈
り
及
び
野
焼
き
、
射
場

及
び
路
肩
の
整
備
を
実
施

を
し
て
い
ま
す
。

第
５
偵
察
隊

第
２７
普
通
科
連
隊

第
３
普
通
科
中
隊

演
習
場
春
季
定
期
整
備

令和
５年度矢臼別

演習場
然別
演習場

令和
5年度

旅
団
指
揮
所

令和4年度

訓練
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第
２７
普
通
科
連
隊
第
３
普
通
科
中
隊
（
中

隊
長
：
家
久
３
佐
）
は
３
月
３０
日
㈭
、
別
海

駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
ら
っ
ぱ
競

技
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
競
技
会
は
、
ら
っ
ぱ
特
技
保
有
者
の
練

度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
次
年
度
の
ら
っ
ぱ

教
官
要
員
を
選
考
す
る
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
１０
名
は
予
選
で
課
題
曲
と
自
由
曲

を
披
露
し
、
予
選
の
上
位
４
名
に
な
っ
た
者

は
決
勝
戦
で
課
題
曲
を
吹
奏
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
閉
会
式
に
て
、
見
事
優
勝
に
輝

い
た
小
川
士
長
が
来
年
の
展
望
を
語
り
、
上

位
３
名
が
次
年
度
の
ら
っ
ぱ
教
官
に
任
命
さ

れ
る
と
競
技
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

別
海
駐
屯
地
（
司
令
：
七
理
２
佐
）
は
１

月
１３
日
㈮
、
別
海
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和

５
年
駐
屯
地
行
事
・
二
十
歳
の
誓
い
を
挙
行

し
ま
し
た
。

　

当
行
事
は
、
駐
屯
地
に
所
属
す
る
令
和
４

年
度
に
二
十
歳
と
な
る
隊
員
に
対
し
て
行
わ

れ
る
行
事
で
、
来
賓
と
し
て
駐
屯
地
モ
ニ

タ
ー
で
あ
る
島
崎
洋
介
氏
と
佐
々
木
和
美
氏

の
２
名
を
招
き
、
二
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
１１

名
（
当
日
不
在
の
隊
員
１
名
を
含
む
）
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

司
令
の
祝
辞
に
始
ま
り
、
業
務
に
よ
り
欠

席
さ
れ
た
別
海
町
自
衛
隊
協
力
会
会
長
曽
根

興
三
様
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
を
代
読
し
、

同
協
力
会
か
ら
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
あ

と
、
二
十
歳
と
な
っ
た
隊
員
た
ち
は
一
人
ず

つ
、
抱
負
と
し
て
四
字
熟
語
の
書
き
初
め
を

披
露
す
る
と
と
も
に
書
き
初
め
に
ち
な
ん
だ

抱
負
を
力
強
く
発
表
し
、
最
後
に
岩
渕
士
長

の
答
辞
で
行
事
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

別
海
駐
屯
地
（
司
令
：
七
理
２
佐
）
は
１
月
１９
日
㈭
、

別
海
駐
屯
地
体
育
館
に
て
令
和
４
年
度
駐
屯
地
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
会
同
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
会
同
は
部
隊
相
談
員
等
、駐
屯
地
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

臨
床
心
理
士
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
駐
屯
地
各
部
隊
の
先
任
者
を
対
象
に
し
た
自

殺
者
の
傾
向
と
対
策
、
復
職
者
に
対
す
る
対
応
及
び
大

人
の
発
達
障
害
（
Ａ

Ｓ
Ｄ
及
び
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

の
講
話
か
ら
始
ま
り
、

各
部
隊
の
悩
み
の
聞

き
取
り
、
傾
聴
訓
練

や
解
除
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
紹
介
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

特
に
傾
聴
訓
練
に

て
、
２
人
で
１
組
を

作
り
聴
き
手
が
話
し

手
に
寄
り
添
う
こ
と

で
「
聴
く
力
」
を
醸

成
す
る
こ
と
が
で
き
、

駐
屯
地
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
態
勢
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

１位の表彰を受ける小川士長

別海町自衛隊協力会からの記念品贈呈

抱負を掲げる隊員たち

第１位　小川　偵太　士長　156.5点
第２位　中泉　知也　３曹　151.5点　　第３位　安部　大樹　３曹　144.5点

メンタルヘルス会同の様子傾聴訓練を行う隊員

二十歳の誓い令和５年駐屯地行事

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
会
同

令
和
４
年
度

駐
屯
地

２
等
陸
尉　

中
屋
敷
　
耀
文

　
「
や
ち
か
ん
ば
」
ご
愛
読
の
皆
様
、
３
月

１３
日
付
で
第
３
７
７
会
計
隊
（
釧
路
）
か
ら

第
３
７
７
会
計
隊
別
海
派
遣
隊
長
に
着
任
し

ま
し
た
中
屋
敷
２
尉
で
す
。

　

別
海
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
光
栄

に
思
う
と
と
も
に
、
初
め
て
派
遣
隊
長
と
い

う
指
揮
官
職
に
就
く
こ
と
に
や
り
が
い
と
重

責
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
安
全
保
障
環
境
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

情
勢
が
反
映
さ
れ
、
今
年
度
は
昨
年
比
１
・

３
倍
、
過
去
最
大
の
６
兆
８
千
億
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
限
ら
れ
た
経

費
を
苦
心
し
な
が
ら
節
約
し
て
い
た
状
況
が

一
転
し
、
与
え
ら
れ
た
予
算
を
い
か
に
効
果

的
に
執
行
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
１
年
と

な
り
ま
す
。

　

各
部
隊
に
お
か
れ
ま
し
て
は
例
年
と
違
う

経
費
の
付
き
方
に
戸
惑
い
の
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
少
し

で
も
不
安
な
点
や
分
か
ら
な
い
点
が
あ
れ
ば

部
隊
長
、
担
当
者
等
役
職
を
問
わ
ず
会
計
隊

へ
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
会
計
的
な

見
地
か
ら
必
ず
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
会
計
隊
と
し
て
も
先
行
的
か
つ
効

果
的
な
経
費
執
行
を
目
指
し
て
各
種
施
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
会
計
幕
僚
と

し
て
適
宜
、
情
報
提
供
を
実
施
し
て
各
部
隊

長
等
の
状
況
判
断
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
引
き
続
き
会
計
隊
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

２
等
陸
尉　

金
澤
　
智
司

　

駐
屯
地
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
、
自
衛
隊
協

力
諸
団
体
の
皆
様
方
並
び
に
退
職
自
衛
官
雇

用
企
業
の
皆
様
方
、
３
月
の
定
期
異
動
で
第

５
偵
察
隊
か
ら
帯
広
地
方
協
力
本
部
道
東
地

域
援
護
セ
ン
タ
ー
別
海
分
室
長
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
金
澤
２
尉
で
す
。
駐
屯
地
広
報
班

長
と
し
て
在
職
間
は
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

協
力
の
も
と
精
一
杯
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
援
護
担
当
者
と
し
て
、
自
衛
隊
援

護
協
会
と
連
携
を
図
り
退
職
予
定
自
衛
官
の

「
誠
実
さ
・
規
律
正
し
さ
・
責
任
感
等
」
を

前
面
に
押
し
出
し
、
各
企
業
へ
の
情
報
発
信

を
行
い
、
企
業
側
か
ら
よ
り
良
い
処
遇
条
件

の
提
示
を
頂
け
る
よ
う
、
ま
た
、
退
職
自
衛

官
が
安
心
し
て
再
就
職
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
企
業
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
企
業
を
開
拓
し
、

よ
り
良
い
再
就
職
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
当
分
室
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

部隊長着任挨拶

第
３
７
７
会
計
隊

別
海
派
遣
隊

帯
広
地
方
協
力
本
部

道
東
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

別
海
分
室

第３普通科中隊らっぱ競技会らっぱ競技会令和４年度

らっぱ競技会の様子

第５旅団ホームページ
https://www.mod.go.jp/gsdf/nae/5d/
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別
海
駐
屯
地
（
司
令
：
七
理
２
佐
）
は
４
月
１７
日

㈪
、
令
和
５
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
及
び
駐

屯
地
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
行
い
ま
し
た
。　

　

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
駐
屯
地
の
充
実
・
発

展
の
た
め
、
地
域
の
方
々
に
駐
屯
地
の
各
種
行
事
等

を
通
じ
て
自
衛
隊
の
各
種
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
等
を
頂
い
て
今
後
の

駐
屯
地
の
活
動
等
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

お
互
い
の
自
己
紹
介
な
ど
の
歓
談
か
ら
始
ま
り
、

委
嘱
状
の
贈
呈
と
記
念
撮
影
を
も
っ
て
委
嘱
式
は
終

了
、
引
き
続
い
て
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
会
議
と
し
て
別

海
駐
屯
地
の
概
要
と
活
動
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
隊
員
食
堂
の
昼
食
を
堪
能
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、売
店
や
各
部
隊
の
職
場
見
学
を
行
い
、

駐
屯
地
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

別
海
町
内
風
連
湖
で
家
族

交
流
わ
か
さ
ぎ
釣
り
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
隊
員
家
族

含
む
３５
名
が
参
加
し
、
釣
果

は
振
る
わ
な
か
っ
た
も
の
の

冬
の
風
物
詩
を
湖
上
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
先
立
っ
て
、
隊
員
の
出
勤

の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
交
通

安
全
啓
発
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
運
転
は
ゆ
と
り
と
マ

ナ
ー
の
二
刀
流
「
子
供
や
お

年
寄
り
へ
の
思
い
や
り
を

持
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
ろ

う
」「
官
用
車
、
私
有
車
に

関
わ
ら
ず
ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー

で
安
全
運
転
を
！
」
を
合
言

葉
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
と
声

掛
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
に
桜
の
開
花
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
応
募
総

数
２
４
９
名
の
う
ち
当
選
し

た
方
に
つ
い
て
は
第
５
偵
察

隊
５
名
、
２７
連
第
３
中
隊
８

名
、
業
務
隊
７
名
、
３
０
２

基
地
通
信
隊
１
名
、
３
７
７

会
計
隊
別
海
派
遣
隊
１
名
の

計
２２
名
と
な
り
ま
し
た
。
当

選
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

後藤田美雪 様 馬場聡一郎 様

佐々木和美 様 島崎　洋介 様

献立の説明を受ける駐屯地モニター

入隊予定者代表の決意表明

42㎞部門の出走直前の様子

先輩隊員の激励（３中隊米澤士長）

入隊予定者激励会の様子

スノーモービルにより傷病者輸送へ向かう第５偵察隊委嘱状を授受する駐屯地司令と駐屯地モニター

　

第
５
偵
察
隊
（
隊
長
：
七
理
２
佐
）
は
２
月
１２
日
㈰
、
尾
岱
沼
沿
岸
部
で
行
わ
れ
た

第
１
回
別
海
ア
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

別
海
ア
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
は
、
一
度
も
陸
を
走
ら
な
い
日
本
初
の
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
今

年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
１
周

お
よ
そ
４
㎞
の
海
上
の
氷
の
コ
ー
ス
に
対
し

て
３
部
門
（
４２
㎞
・
１６
㎞
・
２
㎞
）
に
分
か

れ
て
計
１
０
５
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

第
５
偵
察
隊
は
、
主
催
の
別
海
ア
イ
ス
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
か
ら
の
要
望
で
あ
る
傷

病
者
の
収
容
業
務
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
輸
送

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
開
催
さ
れ
る
大
会
で
し
た
が
、
不

測
事
態
の
予
測
や
物
品
等
の
入
念
な
事
前
の

準
備
を
行
い
、
無
事
に
任
務
を
完
遂
し
、
日

頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

道
東
自
衛
隊
家
族
会
中
標
津
地
方
支
部

（
支
部
長
：
相
澤
進
司
氏
）
の
主
催
に
よ

り
、
３
月
４
日
㈯
、
別
海
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
み
な
く
る
に
お
い
て
、
今
春
に
入

隊
予
定
の
高
校
生
等
を
激
励
す
る
入
隊
予

定
者
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
か
ら
の
入
隊
予
定
者
（
別
海
町
６

名
、
浜
中
町
１
名
、
中
標
津
町
７
名
、
標

津
町
２
名
）
１６
名
が
、
ご
家
族
や
関
係
す

る
自
治
体
の
長
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
協
力

諸
団
体
等
多
く
の
来
賓
の
方
々
か
ら
激
励

を
受
け
た
あ
と
、
現
職
自
衛
官
で
あ
り
入

隊
予
定
者
の
先
輩
に
あ
た
る
第
２７
普
通
科

連
隊
第
３
普
通
科
中
隊
の
米
澤
士
長
か
ら

激
励
の
こ
と
ば
を
受
け
、
最
後
に
入
隊
予

定
者
代
表
と
し
て
佐
々
木
翔
真
さ
ん
が
入

隊
の
決
意
を
述
べ
て
式
は
終
了
し
ま
し

た
。

新しく駐屯地モニターになられた方々
１年間よろしくお願いします

駐屯地モニター任期終了
２年間ありがとうございました

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
及
び

　
　
　駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
会
議

令
和
５
年
度

（左：偵察隊堤良太郎１尉）

傷病者の輸送を行う第５偵察隊員（写真右）

（左：３中隊佐藤秀俊２曹、右：３中隊添野雄樹２曹） 一般の方との交流も

別海駐屯地所属の隊員も選手として参加

4月6日 2月4日5月3日

交
通
安
全
運
動

わ
か
さ
ぎ
釣
り
大
会

第
２５
回
千
島
桜
開
花

予
想
ク
イ
ズ

別海駐屯地
曹友会の
活動

会長：戸倉曹長

入
隊
予
定
者
激
励
会

４
町
合
同

令
和
４
年
度

第５旅団ホームページ
https://www.mod.go.jp/gsdf/nae/5d/
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【
第
３７７
会
計
隊
別
海
派
遣
隊
】

２
等
陸
尉　
　

瀬
戸
嶋
政
洋

　

関
東
補
給
処
（
霞
ヶ
浦
）

【
援
護
セ
ン
タ
ー
別
海
分
室
】

３
等
陸
尉　
　

宮
野　

和
明

　

援
護
セ
ン
タ
ー
美
幌
分
室

　
（
美
幌
）

（
３
月
13
日
付
）

転

　出

　者

【
第
５
偵
察
隊
】

２
等
陸
尉　
　

松
山　

哲
也

　

西
部
方
面
戦
車
隊
（
玖
珠
）

　

同 

　
　

金
澤　

智
司

　

援
護
セ
ン
タ
ー
別
海
分
室

　
（
別
海
）

３
等
陸
曹　
　

武
藤　

雄
嗣

　

第
12
偵
察
隊
（
相
馬
原
）

　

同 

　
　

大
泉　

拓
途

第
５
特
科
隊
（
帯
広
）

陸
士
長　
　

岩
渕　
　

颯

　

札
幌
病
院
（
札
幌
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

３
等
陸
尉　
　

大
西　

達
也

　

第
27
普
通
科
連
隊
（
釧
路
）

　

同 

　
　

岩
瀬　

優
希

　

第
27
普
通
科
連
隊
（
釧
路
）

陸
曹
長　
　

滝
本　
　

悠

　

奄
美
業
務
隊
（
奄
美
）

２
等
陸
曹　
　

石
井　

孝
幸

　

第
11
普
通
科
連
隊（
東
千
歳
）

　

同 

　
　

添
野　

雄
樹

　

第
32
普
通
科
連
隊
（
大
宮
）

【
業
務
隊
】

２
等
陸
尉　
　

梅
﨑　

光
男

　

釧
路
駐
屯
地
業
務
隊（
釧
路
）

陸
曹
長　
　
　

稲
毛　
　

勝

　

北
方
航
空
隊
１
対
戦
ヘ
リ
隊

　
（
帯
広
）

２
等
陸
曹　
　

山
岡　

大
助

　

第
６
普
通
科
連
隊
（
美
幌
）

３
等
陸
曹　
　

栗
田　

拓
実

　

第
27
普
通
科
連
隊
（
別
海
）

（
３
月
13
日
付
）

防
衛
事
務
官　

岸
井　

伸
二

　
　

同　
　
　

元
上　

顕
徳

　

安
平
弾
薬
支
所
（
安
平
）

防
衛
技
官　
　

大
津　
　

悟

　

滝
川
駐
屯
地
業
務
隊（
滝
川
）

（
４
月
１
日
付
）

【
偵
察
直
接
支
援
小
隊
】

１
等
陸
曹　
　

廣
木　

勝
雄

　

第
５
後
方
支
援
隊　
　

　

第
２
整
備
中
隊
（
美
幌
）

【
第
377
会
計
隊
別
海
派
遣
隊
】

３
等
陸
曹　
　

西　
　
　

竣

　

第
374
会
計
隊
（
帯
広
）

（
３
月
13
日
付
）

転
入
部
隊
長

【
第
377
会
計
隊
別
海
派
遣
隊
】

２
等
陸
尉　
　

中
屋
敷
耀
文

　

第
377
会
計
隊
（
釧
路
）

【
援
護
セ
ン
タ
ー
別
海
分
室
】

２
等
陸
尉　
　

金
澤　

智
司

　

第
５
偵
察
隊
（
別
海
）

（
３
月
13
日
付
）

転

　入

　者

【
第
５
偵
察
隊
】

２
等
陸
尉　
　

後
谷　

祥
太

　

第
１
陸
曹
教
育
隊（
東
千
歳
）

陸
曹
長　
　

森
井　

義
見

　

第
７
偵
察
隊
（
東
千
歳
）

２
等
陸
曹　
　

鐵
田　

匡
亮

　

第
５
後
方
支
援
隊
（
帯
広
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

１
等
陸
曹　
　

山
田　

暢
人

　

第
７
普
通
科
連
隊（
福
知
山
）

　

同 

　
　

本
田　
　

靖

　

第
11
普
通
科
中
隊（
東
千
歳
）

３
等
陸
曹　
　

松
並　

直
人

　

第
27
普
通
科
連
隊
（
釧
路
）

　

同 

　
　

増
田　

恵
介

　

第
８
普
通
科
連
隊
（
米
子
）

　

同 

　
　

栗
田　

拓
実

　

別
海
駐
屯
地
業
務
隊（
別
海
）

【
業
務
隊
】

２
等
陸
曹　
　

堀
籠　

幸
樹

　

無
人
偵
察
機
隊
（
静
内
）

　

同 

　
　

上
村　

愛
美

　

座
間
駐
屯
地
業
務
隊（
座
間
）

 

同 

　
　

高
木　
　

聡

　

第
５
施
設
隊
（
帯
広
）

【
偵
察
直
接
支
援
小
隊
】

１
等
陸
曹　
　

山
澤　

昌
広

　

航
空
学
校
（
明
野
）

【
第
377
会
計
隊
別
海
派
遣
隊
】

３
等
陸
曹　
　

橘
髙　
　

匡

　

第
376
会
計
隊
（
遠
軽
）

（
３
月
13
日
付
）

防
衛
技
官　
　

木
村　

宏
司

　

北
恵
庭
駐
屯
地
業
務
隊

　
（
北
恵
庭
）

防
衛
事
務
官　

佐
藤　
　

孝

　

帯
広
駐
屯
地
業
務
隊（
帯
広
）

防
衛
技
官　
　

野
原
恵
一
郎

　

倶
知
安
駐
屯
地
業
務
隊

　
　
　
　
　
　
（
倶
知
安
）

防
衛
事
務
官　

平
間　

和
也

　

新
規
採
用

（
４
月
１
日
付
）

祝
昇

　任

【
第
５
偵
察
隊
】

３
等
陸
尉
へ　

犬
童　
　

弥

（
３
月
11
日
付
）

陸
曹
長
へ　
　

渡
辺　

恭
涼

陸
士
長
へ　
　

渡
辺　

稜
大

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

雅
士

　
　
　
　
　
　

礒
辺　

拓
夢

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

怜
一

（
４
月
１
日
付
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

３
等
陸
尉
へ　

佐
々
木
優
雅

　
　
　
　
　
（
３
月
11
日
付
）

陸
士
長
へ　
　

塚
原　

雅
也

　
　
　
　
　
　

十
時　

吏
玖

　
　
　
　
　
　

荒
井　

光
大

（
４
月
１
日
付
）

栄
誉
を
称
え
て

【
第
５
偵
察
隊
】

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

准
陸
尉　
　

金
田　

憲
司

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
等
陸
尉　
　

松
山　

哲
也

３
等
陸
曹　
　

武
藤　

雄
嗣

第
４
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

２
等
陸
尉　
　

金
澤　

智
司

（
３
月
９
日
付
）

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

２
等
陸
曹　
　

平
田　

良
太

　

同 

　
　

平
間　

好
朗

３
等
陸
曹　
　

小
玉　
　

陸

　

同 

　
　

横
山　

博
司

　

同 

　
　

渡
辺　

恭
涼

　

同 

　
　

音
川　

凌
太

　

同 

　
　

大
泉　

拓
途

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
等
陸
曹　
　

大
木
戸
真
幸

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

３
等
陸
尉　
　

大
西　

達
也

２
等
陸
曹　
　

石
井　

孝
幸

　

同　
　
　

中
山　

輝
彦

３
等
陸
曹　
　

安
部　

直
樹

第
５
級
賞
詞
（
無
事
故
操
縦
）

２
等
陸
曹　
　

石
井　

孝
幸

３
等
陸
曹　
　

山
口　
　

博

　

同　
　
　

今
野　

貴
登

　

同　
　
　

三
宅　

一
行

　

同　
　
　

沖
田　
　

望

（
３
月
10
日
付
）

【
業
務
隊
】

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
等
陸
尉　
　

小
倉　

純
一

准
陸
尉　
　

立
石　

智
彦

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
等
陸
曹　
　

山
岡　

大
助

防
衛
事
務
官　

岸
井　

伸
二

防
衛
技
官　
　

照
井　

勇
人

　

〃 

　
　

佐
藤　
　

豪

　

〃 

　
　

椎
木　
　

孝

（
３
月
１
日
付
）

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

防
衛
事
務
官　

多
田　

年
克

　
　

〃　
　
　

元
上　

顕
徳

防
衛
技
官　
　

大
津　
　

悟

　

〃 

　
　

山
岸　

裕
太

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

陸
曹
長　
　

稲
毛　
　

勝

　

〃 

　
　

青
野
雄
一
郎

　

〃 

　
　

近
迫　

真
人

（
３
月
６
日
付
）

北
海
道
根
室
振
興
局
長
表
彰

（
食
生
活
改
善
功
労
者
）

防
衛
技
官　
　

米
井　

美
樹

　
　
　
　
（
４
月
26
日
付
）

【
警
務
隊
】

警
務
科
隊
員
の
補
充

　
　
　
　
　

に
伴
う
褒
賞
状

２
等
陸
曹　
　

西
村　

和
紗

　
　
　
　
　
（
３
月
10
日
付
）

祝
結

　婚

【
第
５
偵
察
隊
】

３
等
陸
曹　

渡
辺　

恭
涼

　
　
　
　
　
　
　
　

亜
紀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
２
月
23
日
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

３
等
陸
曹　

後
藤　
　

太

　
　
　
　
　
　
　
　

侑
花
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
）

祝
出

　産

【
第
５
偵
察
隊
】

３
等
陸
尉　
　

渡
部　

航
大

　
　
　
　
　

長
男　

黎れ
い

く
ん

　
　
　
　
　
（
２
月
21
日
）

２
等
陸
曹　
　

市
川　

勇
一

　
　
　
　
　

長
女　

和な
ご
みち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
３
月
28
日
）

３
等
陸
曹　
　

小
玉　
　

陸

　
　
　
　
　

長
男　

凪な
ぎ

く
ん

（
５
月
14
日
）

瑞
宝
双
光
章

元　

情
報
保
全
隊

　
　
　

鶴
原　

重
光　

氏

人
事
往
来

転
出
部
隊
長

　

広
報
紙
「
や
ち
か
ん
ば
」

に
関
し
ま
し
て
、
ご
意
見
、

ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

ま
た
文
面
の
関
係
上
、
一

部
部
隊
名
の
省
略
し
て
お
り

ま
す
。

連
絡
先

〒
０
８
８
―
２
５
９
３

野
付
郡
別
海
町

　
　
　

西
春
別
４
２
―
１

陸
上
自
衛
隊

別
海
駐
屯
地
広
報
班

０
１
５
３
―
７
７
―
２
２
３
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
０
４
）

編集後記

長年の勤務お疲れ様でした定年退官者紹介

業務隊
１等陸尉　福田　保宏
（令和５年2月5日付）

第５偵察隊
准陸尉　阿部　正信
（令和５年2月3日付）

業務隊
准陸尉　伊藤　雅隆
（令和５年4月3日付）

福
田
１
尉
は
別
海
駐
屯
地
業
務
隊
に
再
任

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸上自衛隊別海駐屯地

２０２３年９月３日（日）
午前９時～午後２時（予定）

お問い合わせ：別海駐屯地広報班
０１５３－７７－２２３１（内線２０２）

一般開放

第５旅団ホームページ
https://www.mod.go.jp/gsdf/nae/5d/
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